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第 1 章 はじめに 
 
１，１ 今後の人口動態について 
内閣府の平成 28 年度版高齢社会白書１）による人口推移予測によると、2015 年前後に人
口のピークを迎えた後、減少に転じると予測している。しかし、15～64 歳の生産人口は少
なくなり 65歳以上の高齢者の割合はほぼ横ばいで、高齢化率は増加をたどるとされている。
そして 2060 年には、生産人口 1,3 人に一人の割合で高齢者を支える構図となることが予測
されている（図 1-1）。 
 
図 1-1 高齢世代人口の比率 
出典：平成 28 年度版高齢社会白書 
 
このような事態に対応すべく政府は、地域包括ケアシステム２）を打ち出した（図 1-2）。
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されている。2016 年度に行われた国際福祉機器展には約 530 社が 2 万点を超す福祉用具を
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図 2-3 研修会風景 
 
 

























図 2-4 レンタルフロー 
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事例４）タブレット PCを使った機器支援  






図 3-6 頭部の動きと噛み締め動作での操作 














         表 3-1 実現した機能 
 機能 内容 
緊急呼び出し機能 スイッチを一定時間押すことで、指定した電話番号の呼び出し 
スキャン方式で、呼び出し先を選択も可能  
意思伝達機能 タブレット PC に文字盤が表示され、スキャン方式で文字を選択
作成した文章をメール転送も可能 
テレビ操作機能 タブレット PC にメニュが表示され、スキャン方式で機能を選択
チャンネルの切り替え、電源の ON/OFF操作も可能 
エアコン操作機能 タブレット PC にメニュが表示され、スキャン方式で機能を選択
温度調節、電源の ON/OFF操作も可能 
















      図 3-7 提供した圧力スイッチ 
 









    
 
 
（a） タッチセンサを組み込んだ    （ｂ）圧力センサを組み込んだ 
指先の接触で動作するスイッチ    把持動作で作動するスイッチ 
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図 4-2 Produced device 1, wheelchair side 
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Wheelchair side PC side
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(a) Transmission signal 
 
(b) Transmission circuit 














SLEEP モード解除のために、スイッチの情報(合計 12 本)は TC4081BP(AND 回路)を用い２本




















serial data ① ②
③
④
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の信号線にまとめ、状態変化割込み(RB 変化割込み)が設定できるピンに入力した。スイッ
チ類はすべて通常 High の信号を出すよう回路を設計しており、AND 回路を通すことによっ
て、スイッチのどれか一つでも Low になると Low を入力することが可能となる。その２本
の信号の変化を見ることによって SLEEPモードの解除が可能となった。 
 





図 4-9 Circuit of sender 
8 bits Joy stick 
data
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フリーソフト「Joy To Key」を用いコンピュータを操作した。 
 
 
図 4-12 Joy To Key 
 












One of JoyStick Button




































































































θ𝑔𝑦𝑟𝑜 =  
𝑇𝑠
1 + 𝑇𝑠
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となる。よってこれら二つの合成角度をθ(deg)とすると 
θ =  𝜃𝑎𝑐𝑐𝑒𝑙𝑒𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 + θ𝑔𝑦𝑟𝑜 =  
1
1 + 𝑇𝑠





θ +  Tsθ =  θ𝑎𝑐𝑐𝑒𝑙𝑒𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 + 𝑇𝜃𝑔𝑦𝑟𝑜 
θ +  Tθ̇ =  θ𝑎𝑐𝑐𝑒𝑙𝑒𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 + 𝑇𝜃𝑔𝑦𝑟𝑜 
















θ𝑎𝑐𝑐𝑒𝑙𝑒𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜 + 𝜃𝑔𝑦𝑟𝑜 






θ𝑎𝑐𝑐𝑒𝑙𝑒𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜∆𝑡 + 𝜃𝑔𝑦𝑟𝑜∆𝑡 
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